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編集後記

本年度後期より教職課程委員会の委員となり、『教職課程年報』第 16号の編集業務を担当することと

なった。本号の投稿募集は 2025年5月 13日に edunetを通じて部局関係者に向けて行われ、締切まで

に3件のエントリーがあった。最終的には調査報告 1本、実践報告 1本の計2本の原稿が寄せられ、本

号に掲載することとなった。ご多忙のなか原稿をご執筆いただいた執筆者の方々に、この場を借りて御

礼申し上げたい。

筆者は 2016年度から 2019年度まで教職課程を担当していたが、今回久しぶりに教職課程委員として

教育実習事前指導および教職実践演習に関わる機会を得た。その過程において、学部（教科）ごとに教

科教育の実施方法に多様性が見られること、また履修学生の教職に対する認識や学習態度にも一定の差

異が存在することを改めて認識した。また、点検・評価小委員会および教職課程担当教員会議に参加

し、教職科日ごとの履修者アンケートの結果や担当教員の意見を踏まえるなかで、現在の教職課程にお

けるいくつかの課題が明らかになった。

第一に、学生の学習意欲の二極化である。授業に積極的に参加し主体的に学ぶ学生が一定数存在する

一方で、出席のみで単位取得を日指す学生や授業への関与が低い学生も見られることが指摘されてい

る。特にグループワークや模擬授業において他者の発表を十分に観察しない学生の存在が報告されてお

り、学生間の学習意欲の差が授業運営に影響を及ぼしている可能性がある。

第二に、授業評価アンケートの回収率の低さである。科目によっては回答率が低く、授業改善のため

の十分なデータが得られない場合がある。また、回答者が授業に積極的な学生に偏る可能性も指摘され

ており、評価結果が授業の実態を十分に反映していない可能性がある。

第二に、授業内容における理論と実践のバランスの開題である。アンケート結果から、学生は教育理

念や教師の姿勢などを学ぶことに一定の満足を示している一方で、授業づくりの方法や指導案作成な

ど、より実践的な技能を学びたいという要望も見られた。教職課程では、教育に関する理論的理解とと

もに、授業実践に結びつく技能の習得を支援することが重要である。

第四に、模擬授業やグループワークの運営方法に関する課題である。模擬授業において他者の授業を

十分に観察しない学生の存在やグループワークの成果が平均化する傾向があることが指摘されている。

学生同士の相互評価やコメントシートの活用など、相互学習を促進する仕組みの幣備が求められる。

第五に、教職課程の履修制度および学修支援の課題である。学生からは専門科目との時間割の重複や

履修負担に関する意見が寄せられているほか、教員採用試験に向けた支援体制の充実を求める声も見ら

れる。教職課程の円滑な履修を実現するためには、カリキュラム編成の工夫とともに、教職志望学生に

対する継続的な支援体制の整備が重要である。

以上のように、教職課程においては、学生の学習意欲の差への対応、授業評価制度の改善、理論と実

践のバランスの確保、授業方法の改善、履修制度の幣備など、複数の課題が確認された。本年報が、こ

れらの課題を共有し、教職課程の質保証および教育内容のさらなる充実に向けた議論を促進する一助と

なることを期待したい。

2025年度教育学部教職課程委員会

文責張揚


